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報告者 大倉　仁

●その他

●審判技術

　(審判規則：第20条解説27、ソフトテニスマナーＢＯＯＫ：試合中の応援マナー)

 ・質問後の再判定について指導した(競技規則：第40条、審判規則：第14条)。

 ・アンパイヤー(副審)の位置及びサインについて指導した(審判規則：第9条、第11条)。

 ・インプレー中のアドバイス行為に対し注意した(監督・コーチ、試合中のマナー)

 ・警告対象となる状況及び状態は認めなかった（審判規則：第19条、第20条）。

 ・駐車及び駐輪、喫煙行為等、良好であったと思われる(観客・大会会場でのマナー)。

●監督・ベンチコーチのマナー

 ・判定の確認及び判定の連携について指導した(審判規則：第12条、第13条)。

 ・「あくしゅ、あいさつ、ありがとう」が励行されていた(日体協・倫理ガイドライン)。

 ・一部の選手に対し、試合中のマナーについて指導した(選手・試合中のマナー)。

●観客のマナー

第40回記念ＮＨＫ杯福島県クラブ対抗ソフトテニス大会(ジュニアの部)

男子  ペア、女子  ペア

　ワッペン着用状況

 ・応援等は、競技の盛り上がりの範囲内であった。

参加人数（シングルスの場合）

大会名

期　日

会　場

　巡回状況

審判巡回報告

平成28年10月10日(月)

福島市庭球場

55団体

合計    人

参加ペア数（選手権ダブルスの場合）

参加団体数（団体戦の場合）
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